























 The changes of the traditional technology for producing clay
Abstract : As an essential part for the porcelain industry of Jingdezhen, The traditional 
technology for producing clay from china stone has drawn the attention of foreign researchers 
since Qing Dynasty.  In the modern era, while this technology has disappeared in other 
porcelain production areas in China because of the impact from modernization, it has survived 
in Jingdezhen. 
　This paper investigates the history of Jingdezhen porcelain manufacturing technology up to 
the present while verifying the contents of two Japanese survey reports from the perspective of 
historical folklore studies.
　Specifically, we focus on the mining technology and the refining technology （which include 
the crushing, the elutriation and the moulding）, and examine the changes over time of the tools 
and facilities that supporting these technologies. 
　It has been found that in Jingdezhen the mining technology and the tools are on the verge of 
disappearing due to the transition of power source from the natural power plus human power at 
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the beginningto human power and still to the electric power at the modern society. On the other 
hand, the refining technology system and the relevant tools, which matured in the Republic era, 
have been preserved and handed down systematically in Jingdezhen although the traditional 
porcelain raw material production technology has become a minor production technology there. 
The main reason for the successful preservation is that the refining technology is featured by 
the extreme efficiency in harnessing the waterpower that is the culmination of practical 



























筆者は、景徳鎮三宝村で原材料生産を行っている磁石の生産現場において、2018 年 5 月 22 ～ 25 日、










































湖田から双坑への道に沿って水車があり、合計 131 台になる（中略）。1920 年以前、製




















1908 年になると、採掘坑は横穴になった。その数は約 20 基ぐらいになった。1935 年には、前述の



































































④採掘坑の照明 植物油ランプ（聞） 植物油ランプ（聞） 電気照明付きヘルメットの使用（聞）
電気照明付きヘル
メットの使用（聞）
⑤水の汲み上げ 人力、筒車（聞） 人力、筒車（聞） 人力、筒車（聞） 自然乾燥、電気設備
⑥磁石の分割 人力（陶） 人力（清） 人力（中） 機械（現）
⑦磁石の運搬 人力（陶） 人力（清） 人力、機械（中） 機械（現）
凡例（清）:『清国窯業調査報告』、（陶）:『陶冶図』、（中）:『中国景徳鎮の瓷器原料』、（聞）: 聞き取り調査、（現）: 現地調査



























































































































マレタル泥水ノ沈渣スルヤ排水管 FC ニヨリテ上澄水ヲ A 溜中ニ移シ再三此漉込方法ヲ






























































































































































は、概ね 1 日ほどで、水量が少ない季節には、2 日かかる場合もあるということである。
胡氏は、一日に 2 回、石を搗くため の作業を行う。1 回目は朝 5 時から、2 回目は午後 4 時からで

















淘汰技術については、清代から 20 世紀初期までの技術は伝承されてきた（2 ① b、2 ① c、2 ① d）。
それは泥水を濾過し、再度水に浸すことで鉄分などの浮遊物を除去し、それによって純度の高い磁土
を作るという技術である。この技術は現在も伝承されているとわかった。













槽に流し込む。バケツは円筒形の木桶で木柄がついたもので、1 回 5 リットルの水が入る。胡氏は水
を汲み上げる作業を非常に早いスピードで行っていて、水を汲み上げて上部の水路に流し込むという































その成形の技術は、景徳鎮地域独特の技術である。3 ② a には土の塊の形が記録されているが、具
体的な技術の記録はない。3 ② c には、土の塊の形とその表面の商号があり、木型と煉瓦のサイズの
記録もあるが、残念ながら、技術に関する報告はない。3 ② e には、ⅰ）作業台で成形する ⅱ）木の






































ほとんど変化していない。清代の三宝村の土塊の寸法については「長さ : 五寸五分内外、幅 : 四寸内外、
高さ : 一寸八九分内外、重量 : 約四百四五十匁」（北村、1908:20）と記録されている。現在の胡氏が
作る形状も清代のものとほぼ同じであるが、寸法は少し変化している。単位を換算し、清代と現在を
比較したものが表 3 である。
写真 18　乾燥粘土を押しつぶす 写真 19　糸切り弓で成形用の土をとる 写真 20　粘土をこねる
写真 21　粘土を型の中に入れる 写真 22　糸切りで余分な粘土をとる 写真 23　手で余分な粘土をとる
写真 24　型から成形した粘土を取り出す 写真 25　成形し、調整する 写真 26　完成した粘土
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表 3　成形した土の変遷表（筆者作成）
時代 長さ 幅 高さ 重量 値段 商号
清代 約 17cm 約 13cm 約 5.5cm 約 440 ～ 450 匁 3 ～ 10 銭 あり
































番号 技術 道具名 効能 置く場所 現在の状況
1 磁石を掘り取る技術 鉄槌 鏨を打つ 不明 使う
2 磁石を掘り取る技術 鏨 石層中に打込み、磁石を破砕する 不明 極めて少ない












技術 道具 機能 材質 入手方法 現在の状況
石を掘
り取る
鎬 固い石を掘り起こす 木＋鉄 鉄の部分 : 市販（鍛冶屋）木の部分：手作り
保存されているがほぼ
不使用


































































































2.2 篩分 ①柄杓、②篩、③ B溜中ニ（清） 前時代のものを伝承（聞）
2.3 沈澱
①器中 1712）②排水






2.4 水抜 ①器、②型（幅広き箱）（中 1712）③土間（清） 前時代のものを伝承（聞）
3 成形
3.1 形を作る
①木型（清）  ②作業台、木の型枠 前時代のものを伝承（聞）
叩き板、糸切り弓













































1 形式 上射式 上射式●
2 直径 5、6 尺餘（水の高さによる）（150‐200cm） 1.5 メートル（5 尺ぐらい）○　
3 幅 2 尺内外（67cm） 1 メートル（3 尺ぐらい）
4 臼数
4 個 4 個●
16 組の杵臼もある 16 組の杵臼はなくなる
5 杵柄の本数 4 本 4 本●
6 水車軸回転數 1 分間に約 15 回 1 分間に約 15 回●
7 軸 木製 木製●
8 小輪 未詳 鉄製
9 八方木 4 本（図より） 4 本●
10 杵ノ打撃數 30 回 29－32 回（季節によって回数が違う）○
11 杵の太さ 4 寸（13cm） 4 寸（13cm）●
12 鉄頭 杵の下端に付す 杵の下端に付す●
13 杵柄 自然の木（屈曲せるものあり） 自然の木●



































図５　20 世紀初頭三宝村の水車の側面図（出典 : 北村 1908:18 に基づき筆者加筆） 写真 28　現在の水車（筆者撮影）




















写真 30　水路のスイッチ（筆者撮影） 写真 31　水車の水路（筆者撮影）



























種類 1「第十九圖（図 8）ハ両溜共ニ丸形ノ一例ヲ示セルモノニシテ A ヲ攪拌溜 B ヲ漉
込溜トシ漉込溜ノ上端ヲ攪拌溜ノ上端ヨリ約一尺高クシ攪拌溜ノ底面ハ一方ニ傾斜セリ
而シテ各溜ノ大サニ就テハ圖中ニ其寸法ヲ記入セルヲ以テ茲ニ省略ス」（北村 1908:19）
種類 2「第二十圖（図 9）ハ両溜共ニ方形ナル一例ヲ示セルモノトシ A ヲ攪拌溜、B ヲ
漉込溜トシ両者共ニ地中ニ掘込マレ其上端ヲ同一水平面トセリ C ハ滓掦場ニシテ其底ハ
地盤ヨリ幾分高ク其上ニ平石ヲ敷キ周囲モ亦石板ヲ以テ圍繞セリ而シテ漉込溜ト接セル
H ニ於テ缺ケ A 溜ヨリ殘滓ト共ニ拯ヒ揚ゲラレタル泥水ハ此處ヨリ B ノ中ニ流下スルナ
リ FG ハ互ニ直角ニ結合シ其內部ノ相通ゼル竹筒トシ縦筒 F ハ太サ直徑約一寸長サ約一
尺餘トシ其ノ垂直状ヲ為セル時ニ於テ上地盤ヨリ一二寸低シ、此竹筒ハ隨意ニ回転シ得
ルモノトシ B 溜中ノ上澄水ヲ A 溜中排出スルノ用ヲ為スモノナリ」（北村 1908:19）













攪拌溜 A ①地中ニ掘込マレ（清） ②地中に掘り込まれる●











攪拌溜 A と漉込溜 B の通路 竹筒（清） プラスチック筒
● : 同じの意味
現在の施設も地中に掘り込まれたものである。変化した点は、現在の漉込溜の上端が、攪拌溜と同
一水平面ではなく、攪拌溜 A より高い点である。それは、種類 1 と同じく、漉込溜に沈澱した水が、
低い場所にある攪拌溜に流れ、水を再利用するためと考えられる。
図８　清末民国時代の丸い攪拌溜と漉込溜（北村 1908:18） 図９　水簸施設の全体図（北村 1908:18）
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景徳鎮における製磁原料生産技術の変遷
写真 40　攪拌溜 A と漉込溜 B の仕切り壁 写真 41　滓掦場 Cと施設全体
写真 37　攪拌溜（水槽） 写真 38　攪拌溜から脇水路への口 写真 39　漉込溜（沈澱水槽）








産のの各工程でも、利用されることが多い。胡氏は 5 種類の鍬を使っている（写真 48）が、写真 48
で番号 2 として示される鍬は農業用具としてよく使われるものでもある。また、番号 3 と番号 4 のタ
イプの鍬も多用されていて、農業や建築などさまざまな分野で用いられる万能用具である。特殊なも
のは、番号１と番号 5 で、これには二つの特徴がある。一つ目は木製の柄の長さで、普通の鍬の柄が
１メートルほどなのに対し、番号 1 の鍬は 1.5 メートル（写真 49）、番号 5 の鍬は 2 メートルと長い
柄を持っている（図 13）。もう一つの特徴は、頭部の形である。番号 1 では頭の形は小さくて鋭い（写
真 50）ものになっている。これは磁石を細粒化した粉が詰まった時にそれを掘り崩す専用の道具で、
胡氏愛用の道具である。番号 5 の頭の形は、普通の鍬より大きくなっていて（写真 51）、これは泥水
の攪拌専用である。これも市販品ではなく、胡氏が鍛冶屋に特別注文して作らせたもので、普通の市
図 10　江西省の竹製の箕の一部 図 11　江西省の竹製の箕実測図 図 12　 江西省の竹製の箕実測図底部 
（いずれの図も香月2002:93より）
写真 45　鉄製の箕 写真 46　竹製の箕 写真 47　竹製の箕
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景徳鎮における製磁原料生産技術の変遷








まず第一に木製の作業台がある（写真 53）。これは 0.4 × 1.5 メートルの四角形で、高さ 1.3 メー
トル、4 本の足がついている。この作業台は胡氏の手作りである。
次に、乾燥した土を押しつぶす木製の道具（写真 54）がある。長さ 40cm で、10cm の細長い柄と、
30cm の四角形の主体棒から成る。これも、胡氏の手作りの道具である。
三つ目には土を四角形にする道具がある（写真 55）。図 14 は、そのイメージ図である。その道具
には四つの枠があり、四角の形をしている。寸法は図 14 に示した通りである。四つの枠のうち、左
右の枠は下枠に固定されているが、20 度ほどの角度で可動する。上の枠は 90 度ほどの幅で動かすこ
とができる。これは枠でありながら、スイッチの働きを持つものである。四角形の中にも一つの枠が
図 13　清代の５番の攪拌鍬のイメージ図 写真 48　各種類の鍬



































































































2020 年 9 月 26 日最終閲覧
（4） この数字は、景徳鎮市珠山区人民政府のホームページに基づき、2017 年の統計によりまとめたものである。
http://www.jdzzsq.gov.cn/list-15-1.html　2020 年 9 月 26 日最終閲覧
（5）筆者和訳。原文は「進坑石泥、制之精巧、湖坑、嶺背、界田之所産已為次矣」である。（蔣 1682:410）
（6）本稿の表と引用の部分は原文を尊重し、旧字体をそのまま使用する。
（7）筆者和訳。原文は「由湖田至双坑，沿途均有水碓，共計 131 車……民国 20 年前，每年可産 300 万块左右，
近年只有七八十万块」である。（江西省陶業管理局 1935：6）
（8）筆者の調査により、台湾の個人コレクションに収蔵された『陶冶図』は 20 点あり、一点は、30.5 ～ 39㎝の
大きさである。2003 年に開催された台湾国立故宮博物院特別展ホームページに「採石製泥」と「淘練泥土」
の図説明文二点が公開されたことが確認できた。これ以外は現在の調査では確認されていない。
（9） 五清里は 2880 メートルである。
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